2004年5/31 世界禁煙デー 大阪・記念の催し　事業・決算報告
	 事 業 名
	世界禁煙デー5/31　大阪・記念の催し
受動喫煙防止の健康増進法施行１周年の現状と課題

	 目的・趣旨

	健康増進法が施行されて１年になります。第25条で受動喫煙防止の努力義務が管理者に課せられました。建物内や敷地内禁煙へ社会は舵をとってきています。しかしその動きは部分的にとどまっています。現状報告と課題について，世界禁煙デーの記念イベントとして開催します。

	 日　時

 場　所
	2004年（平成16年）５月３１日（月）１時30分～４時40分

大阪府立文化情報センター（ほっとなにわ塾）

	 対象者

 参加者
	保健医療・学校保健関係者，府民・市民など

延べ約100人

	主　催

共　催
	特定非営利活動法人 子どもに無煙環境を推進協議会
大阪府，大阪市

	 後　援


	大阪府教育委員会・学校保健会，大阪市教育委員会・学校保健会，

大阪府医師会，歯科医師会，薬剤師会，看護協会，病院協会，
保険医協会，健康保険組合連合会大阪連合会

	 内　容
(プログラム)　

	開会挨拶：大阪府健康福祉部健康づくり感染症課長　土生川　洋
１．受動喫煙防止の事例紹介

　(1)大阪市立大学医学部附属病院の禁煙（2004年１月より）
　　　　大阪市立大学医学部附属病院医事課　佐々木吉哉

　　（大阪府内の病院の禁煙状況調査結果を府より追加発言した）

　(2)堺市施設における喫煙対策
　　　（2004年4月より禁煙,学校は敷地内禁煙）
　　　　堺市総務局総務部庁舎管理担当課長　吉野　滋
　(3)和歌山県・市町村の学校の敷地内禁煙の経緯（2002年４月より）

和歌山県田辺市立田辺第三小学校長　北山敏和
　　　　　　　（元・和歌山県教育委員会）
２．受動喫煙防止の大阪府内と全国の現状の概要紹介と今後の課題
　　　　ＮＰＯ法人「子どもに無煙環境を」推進協議会
　　　　　　　　　　事務局理事　野上浩志

３．デジタル紙芝居「けむりの部屋」上演 （柿本香苗）
４．コンクール入選ポスター作品とグッズ・教材展示紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　（別室で休憩時間に）
５．議員からのメッセージ文紹介（11人，別紙）
６．受動喫煙防止の広がりを求めるアピール（採択，別紙）

 閉会の挨拶＆日本の現在の動向：大島　明



	 事業の成果

 と自己評価
	1． 5/31の世界禁煙デーの大阪・記念の催しとして「受動喫煙防止の健康増進法施行１周年の現状と課題」の企画は，この時期の全国的な企画の中でも他地にはないタイムリーな内容であったように思う。

2． 受動喫煙防止の事例報告は，いずれも具体的実践的な話で好評であり，参考になる内容であった。大阪府内と全国的な状況報告と課題についても，健康増進法の受動喫煙防止施行の１年目のドラマチックな動きが理解できた。（アンケート参照）

3． 平日開催であったが，出席者数は約100人で，質問の時間も概ね十分にとることができ，アンケートと相まって今後の企画参考にすることが出来た。

4． デジタル紙芝居の上演は，作者の語りと相まって好評で，喫煙防止教育・啓発の教材として新たな方法を例示できた。

5． ＮＰＯ団体と行政が連携して5/31世界禁煙デーのイベントを実施する企画は２年目であったが，啓発の実績となった。（相談協議が４月下旬となったため広報がずれ込んだので，次回継続する場合は早めに相談が必要と思う）

6． 「たばこはやめて！」コンクールの入選ポスターや禁煙グッズ等の展示，及び配布資料・パンフレットについても好評で，啓発活用に役立てることができた。

7． 開催にあたって，議員（大阪市会，大阪府議会，大阪選出国会議員）に案内を送り，メッセージを依頼したが，11人の議員からメッセージが寄せられ（前回は２人），今後たばこ規制枠組み条約の日本での実施に向けたアピールとしても，一つの実績となった。

8． 事前の案内チラシの配布（1.7万枚）と広報，新聞報道（朝日，読売新聞等），当日のテレビ取材など，啓発情報の発信をし，また報道媒体とすることができた。

9． アピール文「受動喫煙防止の広がりを求めるアピール」を採択し，今後関係機関に送付して，なお一層の改善要請に活かすことが出来た。


	2004.5.31世界禁煙デーイベント　決算報告
	

	支出の部
	決算
	
	予算

	会場費
	10,200
	
	10,000

	搬入出タクシー代
	4,510
	
	10,000

	講師謝礼（3人）
	22,000
	
	40,000

	ボランティア交通費・謝金（7人）
	34,980
	
	20,000

	チラシ（17100枚印刷）等消耗品費
	38,588
	
	25,000

	チラシ等送料
	27,074
	　
	25,000

	　合　計
	137,352
	円
	130,000

	
	
	
	

	収入の部
	
	
	

	主催者負担金
	137,352
	円
	130,000
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